
気象による災害時の対応について 

台風などの天候の悪化により、生徒の通学に困難や危険が生じる恐れがあるときには次のように対応します。 

 

１ 生徒が登校しているとき 

１ 警報、注意報の発令状況と気象予報、交通機関の状況により校長が判断します。 

２ 天候の悪化など、授業やその他の活動の打ち切りが必要と判断された場合は、生徒に状況を説

明し、身の安全に気を付けて速やかに下校するよう指示します。 

２ 登校以前のとき 

登校する際には無理をせず、危険がないよう十分注意してください。家庭で危険と判断し、登校が

できない場合は、状況を「気象事象による欠課届」により担任へ報告してください。（後日でも可。出

席扱いとします。） 

神奈川県全域あるいは東部、湘南、藤沢市のいずれか、又は自宅のある地域に警報が発令されてい

る場合、次のように対応します。 

① 午前 ６：30 に 

 

 

 

 

 

 

  自宅待機 

 

② 午前 ８：30 に 

 

 
 

 

 

 

 

  自宅待機 

 

③午前 11：00 に 

 

 
 

 

 

 

 

※洪水警報等についても、「まち comi メール」に配信される場合がありますので留意し行動してください。 

 

｢大雨｣｢暴風｣警報のうち1つだけ発令されている 

あるいは 注意報のみ発令されている 

｢大雨｣と｢暴風｣の 2 つの警報が発令されている 

あるいは 

｢特別警報｣か｢大雪｣の警報が発令されている 

 

 

平常授業 

臨時休校 

｢大雨｣｢暴風｣警報のうち、どちらか１つでも解除 

 

引き続き 

｢大雨｣と｢暴風｣の 2 つの警報が発令されている 

あるいは 

｢特別警報｣か｢大雪｣の警報が発令されている 

 

藤沢市の状況により 

３校時より授業開始 

生徒は自宅の地域の警報

も見て安全に配慮して 

可能ならば登校 
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